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研究成果の概要（和文）：我々が2005年に開始し追跡している大規模住民コホートROADスタディでは、
well-beingの一つのドメインとしての精神的健康について、地域住民における実態と関連因子を解明した。対象
者2,686人（男性838人、女性1,848人）のWHO-5問診票粗点(満点25点)の平均は、総数18.1(標準偏差5.2)、男性
18.4(5.1)、女性17.9(5.2)であった（男性＞女性、p<0.05）。粗点が13点未満である場合を精神的健康状態が低
いと定義したところ、歩行速度が早いこと、握力が高いことは精神的不健康のリスクを下げていることがわかっ
た。精神的健康の推移と要介護との関連についても解析した。

研究成果の概要（英文）：In the large-scale population-based cohort ROAD study that we began in 2005 
and have now followed up for 16 years, we examined the WHO-5 questionnaire at the 4th survey to 
identify the prevalence of mentally unhealthy individuals and the associated factors. A total of 2,
686 individuals (838 men and 1,848 women) participated in the 4th survey. The mean summary score of 
the WHO-5 questionnaire (25 points being the highest) was 18.1 (standard deviation(SD), 5.2; 18.4 
(SD, 5.1) for men, and 17.9 (SD,17.9) for women). This was significantly greater in men than that in
 women (p <0.05). We defined that a mentally unhealthy individual had a WHO-5 summary score of <13 
points. With this definition, the prevalence was 13.5%（men 11.3%, women 14.5%）, which was greater 
in women than that in men（p<0.05）. We found that physical performance indices, such as high 
walking speed and greater grip strength, reduced the risk of deteriorated mental health.

研究分野： 予防医学、疫学

キーワード： well-being　介護予防　高齢者の自立　危険因子　アセスメント方法　精神的健康

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
WHOによると、健康とは身体的のみならず、精神的、そして社会的なwell-being すべてを含む状態と定義されて
いる。しかし高齢者の「well-being」の実態の解明は進んでいない。
本研究の結果より、精神的well-beingの実態や、精神的健康の維持には身体的健康、特に歩行や筋力などの身体
的パフォーマンス機能が影響を及ぼしていることがわかった。さらにwell-beingの推移や要介護への影響を明ら
かにすることができた。今後さらに検討を進め適切なアセスメント方法を開発することにより、高齢者のQOLの
維持増進に貢献する。本研究成果の一部は2020年第79回日本公衆衛生学会にて報告した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

急速な超高齢社会を迎えた現在の日本において、サポートが必要なく自立して社会生活を営

むことができる、いわゆる「健康寿命」と、生が尽きる「生命寿命」のギャップは約 10 年となっ

ており、このギャップをいかに短く出来るか、言い換えると「健康」である期間を長く出来るか

が医学のみならずわが国の社会全体に求められている喫緊の課題である。 

WHO によると、「健康」とは、「身体的のみならず、精神的、そして社会的な well-being す

べてを含む状態」と定義されている。しかしながら高齢者の「well-being」とは具体的にどうい

う状態なのかについての基準は明確ではなく、その実態の解明も進んでいない。なぜなら

well-being のような「疾患ではない」状態の対象者を把握しその実態を解明するには、医療

機関で患者を対象とした調査では不可能であり、一般住民からなる集団を設定し、調査を実

施する必要があるからである。 

 申請者らは、2005 年に高齢者の生活の質(QOL)の維持および要介護予防を目的とした大

規模住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD）ス

タディを開始し、地域在住の中高年男女 3,040 人の参加を得、3 年後、7 年後、10 年後の追

跡調査を終了した。このコホート追跡調査結果を用いて、高齢者の well-being を達成してい

る状態とはどのようなものか、well-being の維持にどのような項目が関与しているのかを明ら

かにすることとした。 

 

２．研究の目的 

超高齢社会に突入したわが国において、高齢者ができるかぎり長期間住み慣れた地域で自

活できるようにするために、長期追跡地域在住高齢者コホートの結果から、世界保健機構

(WHO)がいう「well-being」を達成している高齢者の実態を明らかにし、どのような要因が

well-being に関与しているのかを解明する。さらに well-being な高齢者の予後を追跡し、ど

のような要因が well-being の持続に寄与するのかを明らかにする。これらの結果を統合し

て、well-being とそうでない高齢者を最も効率的に識別しうるアセスメント方法を開発し、超

高齢社会における高齢者の生活の質（QOL）の維持増進に貢献することを最終目的とする。 

 

３．研究の方法 

ROAD は、東京、和歌山山村、和歌山漁村の 3 地域において 2005 年に開始された地域住

民コホートであり、ベースライン調査には 3,040 人(男性 1,061 人、女性 1,979 人、平均年齢

70.3 歳)の参加を得た。この集団に対して、3 年後、7 年後、10 年後の追跡調査が終了し

た。 

ROAD の検査項目は以下の通りである：既往歴、家族歴、投薬、生活習慣、運動、転倒、

疼痛、ADL、ボランティアなど社会的活動の有無などからなる 400 項目もの詳細な問診票調

査、基本チェックリスト、ロコモ度テスト、栄養調査 BDHQ、認知機能の評価指標としての

Mini Mental State Examination (MMSE)、 QOL の評価指標としての EQ5D、SF8、身体測



定として、身長、体重、腹囲、血圧、大腿四頭筋力、運動機能調査として握力測定、歩行速度

測定、ロコモ度テストなど、画像検査として、骨密度検査、X 線検査(脊椎、股関節、膝関節な

ど)、MRI 検査(脊椎、脳)、血液尿サンプルによる一般検血、腎機能、肝機能、アルブミン、脂

質、血糖、HbA1c、血清 25(OH)D、iPTH、内因性性ホルモン、炎症反応、リウマチ因子、骨

代謝マーカー、ペントシジン。 

本研究では、まず高齢者の well-being の精神的健康の測定尺度として WHO-5 精神的

健康状態表 1998 年版を用いて（© Psychiatric Research Unit, WHO Collaborating 

Center for Mental Health, Frederiksborg General Hospital, DK-3400 Hillerød、日本語バ

ージョン Shuichi Awata, Associate Professor, Department of Psychiatry, Tohoku 

Univesity Graduate School of Medicine）、ROAD スタディ第 4 回調査(2015-16)参加者の

問診票結果を解析した 。WHO-5 はここ 2 週間の精神状態（明るく楽しい気分で過ごした

か、落ち着いたリラックスした気分で過ごしたか、意欲的で活動で気に過ごしたか、ぐっすりと

休め、気持ちよく目覚めたか、日常生活の中に興味のあることがたくさんあったか）について

0（まったく）から 5（いつも）の 6 件法で最も適当と思われるところをチェックしてもらう問診票

である。WHO-5 の採点方法として、粗点については 5 つの回答の数字の合計を求めた（合

計 0〜25 点）。0 は QOL が最も不良であることを示し、25 点は最も良好であることを示す。

さらに粗点が 13 点未満であるときは精神的健康状態が低く、ICD-10 に基づくうつ病のため

のテストの適応となると解釈されるため、本研究では粗点 13 点をカットオフとし、それ未満を

精神的不健康と定義した。これにより、精神的不健康の有病率を求め、その性別年代別分布

を確認した。 

次に精神的健康に影響を及ぼす要因を確認するために、ROAD スタディの多数のデータ

の中から、身体的健康の要因の一つとして performance に着目し、最大握力の測定結果、

および 6 メートル歩行結果から歩行速度を計算し、これらと精神的不健康との関連をみた。 

ROAD スタディ第 4 回調査の 3 年後にあたる 2018-19 年には、ROAD スタディ第 5 回調

査を実施し、前述の 3 地域のうち、山村と漁村における追跡調査を完了した。そこで第 4 回、

第 5 回調査のデータリンケージを実施して、第 4 回〜第 5 回調査間の 3 年での WHO-5 値

の推移を解明するとともに、あらたに要介護のカテゴリーにはいったものの割合をもとめ、要

介護の発生に精神的健康がどのような影響を及ぼしているのかを解析した。 

 

４．研究成果 

ROAD スタディ第 4 回調査において WHO-5 の問診票に答えた参加者は 2,686 人（男性

838 人、女性 1,848 人）であった。WHO-5 の問診票調査の粗点(満点 25 点)の平均は、総

数 18.1(標準偏差 5.2)、男性 18.4(5.1)、女性 17.9(5.2)となり、男性の方が高かった

（p<0.05）。さらに粗点が 13 点未満である場合を精神的健康状態が低いと定義したところ、

総数の 13.5％（男性 11.3％、女性 14.5％）がこの範疇にあり、有意に女性に多かった

（p<0.05）。 



次に精神的健康(1:低い、0:低くない)を目的変数とし、説明変数に歩行速度(m/s)、最大握

力(kg)を選んで性、年齢(歳)、体格指数(Body mass index, kg/m2)、地域（都市、山村、漁

村）を調整してロジスティック回帰分析を実施したところ、歩行速度が早いこと、握力が高いこ

とは精神的不健康のリスク低値と有意に関連していた（歩行速度+1m/sec、オッズ比 0.23, 

p<0.001;握力+1kg、オッズ比 0.97、p=0.014）。この結果より、精神的健康の維持には身体

的健康、特に歩行や筋力などのパフォーマンス機能が影響を及ぼしていることがわかった。 

  次に、ROAD 第 4 回、第 5 回調査いずれにも参加した山村漁村住民 1,625 人（男性 529

人、女性 1,096 人）のデータリンケージを実施して、well-being 解析用データセットを作成し

た。両調査参加者のうち、WHO-5 の問診票を完答していたのは 1,612 人(男性 525 人、女

性 1,087 人)であった。 第 4 回と第 5 回の粗点を比較して、第 5 回の方が高いものを改善、

低いものを悪化、同点であるものを不変としてその割合を求めたところ、改善は 15.5%、悪化

は 44.4%、不変は 40.1%であった。 

次に ROAD 第 4 回、第 5 回調査いずれにも参加した山村漁村住民 1,625 人のうち、65

歳以上の住民 826 人（男性 265 人、女性 561 人）を対象として、新たな要介護の発生の有

無について検討した。要介護発生の有無は、第 4 回、第 5 回調査いずれにも実施されてい

る基本チェックリスト問診票の要介護(要支援含む)の有無の項目に着目し、第 4 回調査で要

介護なし、第 5 回で要介護有りとこたえたものを新たな要介護の発生とした。 

その結果、3 年間で 20 人（男性 4 人、女性 16 人）が新らに要介護になったとこたえた。

累積発生率は 2.63%/3 年（男性 1.63 %/3 年, 女性 3.11%/3 年）であった。この新たな要介

護の発生の有無を目的変数として、WHO-5 の粗点を説明変数とし、性、年齢(歳)、体格指数

(Body mass index, kg/m2)、地域（山村、漁村）を調整してロジスティック回帰分析を実施し

たところ、WHO-5 の粗点が高いことは要介護のリスクを下げる方向に影響していたが、有意

ではなかった（WHO-5 粗点+1、オッズ比 0.93, p=0.13）。次に第 4 回調査において精神的

不健康が要介護に影響を及ぼしているかどうかについても同様のモデルで検討したところ、

精神的不健康は要介護のリスクをあげる方向に影響していたが、有意ではなかった（オッズ

比 1.46, p=0.56）。 
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